










1 シュリー・バーシュヤに於けるカルマンの問題（『文化』第 20巻第 4号， pp.42-




究』第 6巻第 2号， pp.94-95)昭和 33年 (1958) 3月
4 ヴェーダーンタ哲学と仏教交渉の一断面ー仮装の仏教徒をめぐって一ー（『日本仏
教学会年報』第23号， pp.257-275)昭和 33年 (1958)3月
5 シャンカラのカタ・ウパニシャット・バーシュヤについて(1)(『印度学仏教学研究』
第 8巻第 2号， pp.167-169)昭和 35年 (1960) 3月
6 シャンカラのカタ・ウパニシャット・バーシュヤについて(2)(『印度学仏教学研究』
第 9巻第 2号， pp.170-173)昭和 36年 (1961)3月
7 ラーマーヌジャに於けるグナについての備忘（『密教文化』第 57号， pp.39-62)昭
和36年 (1961)11月
8 ヴェーダーンタ・サーラとパインガラ・ウパニシャット（金倉博士古稀記念『印
度学仏教学論集』平楽寺書店， pp.297-309)昭和 41年 (1966)10月
9 インド教聖典に現れた浄土経の影響（聖和学園仏教青年会［仙台］発行『東北仏
教研究会研究紀要』第 1輯， pp.95-131)昭和 44年 (1969)10月
10 シャンカラの二つの立場(1)(『八戸工業高等専門学校研究紀要』第 11号， pp.133-
140)昭和 51年 (1976)12月
11 宗教的世界の表現ーニ諦説と三諦説ー（『八戸工業高等専門学校研究紀要』第 14





研究紀要』第 12号， pp.48-74)昭和 57年 (1982)12月
13 パインガラ・ウパニシャッドの年代（『仙台電波工業高等専門学校研究紀要』第 13
号， pp.51-88)昭和 58年 (1983)12月
14 両性具有のシヴァとシヴァーー『シヴァ・プラーナ』の場合ー（『滋賀医科大学基
礎学研究』第 1号， pp.1-16)平成 2年 (1990) 3月
15 『シヴァ・プラーナ』の年代に関する覚書（『滋賀医科大学基礎学研究』第 2号， pp.
1-23)平成 3年 (1991) 3月
16 『ジャヤーキャ本集』とその人間観（東北大学印度学講座65周年記念論集『イン
ド思想における人間観』平楽寺書店， pp.143-182)平成 3年 (1991)12月
17 初期無量寿経と般若思想（金沢大学文学部比較文化学研究室『北陸宗教文化』第
3号， pp.1-11)平成 3年 (1991) 3月
18 『サートヴァタ本集』の年代（『印度学仏教学研究』第 40巻第 2号， pp.1015-1010) 
平成 4年 (1992) 3月
19 試訳『イーシュヴァラ本集』第一章（『滋賀医科大学基礎学研究』第 3号， pp.1-
18)平成 4年 (1992) 3月
20 原初の阿弥陀仏（塚本啓祥教授還暦記念論文集『知の遡垣一仏教と科学』佼成出
版社， pp.255-270)平成 5年 (1993) 3月
21 『シヴァ・プラーナ』の神観一三位神を中心に一（宮坂宥勝博士古稀記念論文集
『インド学・密教学研究』法蔵館， pp.105-130)平成 5年 (1993) 7月
22 シャンカラにおけるブラフマンと現象世界（印度学宗教学会『論集』第 22号， pp.
1-21)平成 7年 (1995) 3月
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夕哲学の中で，著名な思想家はシャンカラ (Sankara,700-750 〔中村元説〕， Sと略）で
アドヴァ イタ
あり， S派（不ニー元論学派）は，栄えるが，それに拮抗したのが，ラーマーヌジャ






I ラーマーヌジャ (Ramanuja,R)の研究 (1,2, 3, 4, 7) 
戦前の井原徹山等の先行的研究を承けて， Rを本格的に研究したのは，氏が
最初であろう。論文 2 は， R の主著 (Srz-B脳~ya, 聖疏， SBh)の中心的哲学思想
を発掘し体系的に明確に論述する。 SBhは，ヴェーダーンタ派の基本経典
(Brahma-Sutra, BS)に対する註釈である。古来の伝統（古 Upan柊ad=Up. 類）に
基づく哲学を短文（暗号）に記した BSに対しては， Sをはじめ，多くの学匠が
ブラフマン











とは，「有とも非有とも表詮しがたい無明である」 (SBh.,Bombay Skt. and Pkt. 
SeガesNo. 68, p. 16)。無明とそれに基く現象界は真の知によって消滅すべきもの
である。そしてその知は，聖典より生ずるのであり，純粋に思(cit, 精神）のみ
なる梵と，アートマン(atman, 我）とが一つであることを知ることである (SBh.







p. 96)。このようにして，無明は存在する余地がなくなる (Rは無明を業 (kar-
シャリーラ
man) と同視する。論文 1参照）。 Rによれば現象界（世界）は，梵の身であり，
プラカーラ
様態である。「汝はそれなり」 (tattvam asi) という聖言も，無差別ではなく
サヴイシエーシャ タット
有差別の梵を教える。それという語は全知なる・世界原因たる梵を表示し，


























以上，論文 2はBS第 1経に対する Rの註釈 SBhを中心として論じて， Rの思想構
造を描くのに成功している。この範囲は，氏も用いているルドルフ・オットー (Rudolf
Otto)の独訳研究 (Sidd加ntades Ramanuja, Ein Text zur indischen Gottesmystik, Jena 
1917)が取りあげたところである。氏の R研究については，松本照敬『ラーマーヌジャ
の研究』（春秋社，平成 3年）が触れているが，神舘氏の考察した個所とその論点を，ほ
とんど扱っていない（同書への評者による書評〔『文化』第 55 巻第 1• 2号平成3年9月， pp.
33-44〕参照）。この個所については， R.メスキタの研究 (RoqueMesquita, Ramanujas 




ka翁tman:Pancapadika-vivarana , ）直覚説や不可説知説 (Vimuktatman: 
I§{asiddhi)などであり，また Rはナータムニ (N.叫thamuni)やヤームナ (Yamuna:
Atmasiddhi)の伝統説に従っていることを，指摘した。ヤームナ (Y)もRもプラカー
シャアートマンを引いていることは， K.カンマン (KlausCammann, Das System des 
Advaita nach der Lehre Prak臨 tmans,Wiesbaden 1965) も指摘し，石飛貞典氏も Y
(Atmasiddhi)がヴィムクタアートマンを引用していることを指摘している（「ヤーナム
伝の研究 (2)」『印度哲学仏教学』第4号，平成元年， pp.108-128)。またメスキタは Yの認
識論を復元し， Rや不ニー元論学派との関係についても触れる大作を公刊している






































































村文輝「ラーマーヌジャの宗教行為論（『東海仏教』第 37号，平成 4年， pp.143-131), 解
脱道との関連においては，三上俊弘「ラーマーヌジャの解脱道と知ーkarmayogaと
jfianayogaをめぐって一」（『論集』第 18号， 1991年， pp.108-94)などがあるが，神舘
論文 1はその体系的把握において，意味がある。
論文 7も2および 1を補完する。グナ (gul}a)にはいろいろな意味があるが，
ブラフマン グナ グナ
ここでは梵及び個我の性質（徳，徳性）の問題，および実体 (dravya) と属性







度教のパンチャラートラ派 (P詠caratra)で説<jfiana (知）， sakti(力能）， bala
（体力）， aisvarya(支配）， virya(勇気，または dhairya), tej as (威光）の六つの








ブラフマン ダ ル マ スワルーパ
に知(jfiana)が梵の，或いは属性と呼ばれるが，本質でもあることに，注目す
ブラフマン スワルーパ アーカーラ
































及し， YatDをも用いている。松本前掲書は YatDの全訳を収めている。しかし R以
後の同派の思想の研究は，まことに少ない。ただ三上俊弘君が「ヴェーダーンタ・デ




 学宗教学会『論集』第 20号， 1993,pp. 104-90), 「ヴィシシュタ・アドヴァイタ派の主宰






神舘論文 4は， S(シャンカラ）が，他派から「仮装（仮面）の仏教徒」 (pracchanna-
bauddha)などと呼ばれている諸資料に触れ，バースカラ (Bhaskara= B, 神舘氏







hasya nfrrtha -dr~!il] prasiddhya ti. (Pramar;a-viniscaya 〔=Pvin〕1.55 cd)・
② 『覺の本質は無麗分であるにもかかわらず，顛倒せる見によりて，所把と能把と知
との謳別あるが如くに，述べられる。』 avibhago'pi buddhy-atma viparyasita-
darsanail], grahya-grahaka-sa出vitti-bheda-vaniva lak~yate. (Prama乃a-varttika
〔=Pり 3.354). 
③ 『必ず同時に感覺せられるから，青と青なる観念との間に函別はない。』



































suddha出 tattva出 prapaficasyana hetur anivrttitati, jnatr-jneya-vibhagasya 


















れうるような性質，実際的有効性）という語が，諸書 (Bad BS. 2.2.20, SBh ad BS. 
2.2.24, Vacaspatimisra's Bhamatf ad BS. 2.2.2, SDS) において，存在を規定する
概念として把えられ，経部，または毘婆沙師と経部とに共通する主張との関連
において言及されている， と結ぶ小論である。






















に触れてから，氏はダーテ (V.H.Date, Vedanta Explained Samkara's Commentary 


























































































III そのほかのインド哲学研究 (8,12, 13) 
論文 8は1500年頃にサダーナンダが書いた S派の哲学綱要書『ヴェーダー
ンタサーラ』 (Vedttntasttra,VS) と類似の文が『パインガラ・ウパニシャット』














である。① Dharmaraja の Vedantaparib加~a, ② Sの Upadesas励hasrf,③ Rの
珈，④SrI-nivasaの YatD, ⑤ Yoga-sutra-bha~ya, ⑥ Yuktidzpika, ⑦ 
Vijfianabhik~uの S岬khya-pravacana-B厨ya, ⑧ N狐ya-s助tra, Nyaya渾 tra-
B加~ya.




























126冊，平成 7年1月， p.63, 同第 128冊，同年 11月， p.133)。
論文 18は，『サートヴァタ本集』 (S血tvata-sa刑hita=SS)の年代を， JSとの比











Gonda)の研究の検討に立ち， JSがヤームナ(=Y, Agama-pr, 肋辺'J'J,Ya)に引かれ
ること（ただし Yの引用する句が現LSに見当たらないため問題が残るという）から






V シヴァ教聖典 (Siva-pura1.1a)研究 (14,15, 21) 
論文 14は，『シヴァ・プラーナ』 (SP,使用原典 TheSiva Ma屈puril1J,a,Delhi : 


























論文 15は，七集から成る SPの各集の年代について，ハズラ (R.C.Hazra, The 



































ることを指摘する。最後にシヴァの時空的展開を五梵 (Isana, Tatpuru~a, 









VI 浄土経 (Sukhiivati-vyuha)類研究 (9,17, 20) 








































































Condolence for Prof. Y oshiro KODA TE (神舘義朗 1931-2000)
MURAKAMI, Shinkan (Prof. emeritus, Tohoku University) 
Prof. Y oshiro KODA TE, a member of directors of our Association, passed away on 5 
April in 2000. On his memory, I consider it my personal duty to publish the ful list of 
his academic records and give a comment on them. He gave us a clear interpretation 
of Ramanuja's philosophical system in his studies of the concepts of brahman, guva, 
karman, jfl.ana, etc. comparing them with Sankara's philosophy. He pointed out that the 
concept of Pracchanna-Bauddha ('the disguised Buddhist'which denotes Sankara and his 
followers) was in relation to Dharmakirti's Buddhist philosophy. His studies of 
Sankara's philosophy of two truths (vyavahara and paramartha) revealed that it means 
in reality three truths. He elucidated epistemology of the philosophical schools which 
assert that the optical perception can be possible only by touching the object (prapya-
kari-vada). He pointed out the parallelism among the Pai加gala-upan柊ad,Vediinta-siira, 
and Paiicadasi. He studied the Holy Scriptures of the Paficaratra sect of Vi~vuism to 
which Ramanuja belonged: Ahirbudhnya-sarrihita (AS), Satvata-sarrihita, and 
Usvara-sa叫hita(JS) often comparing them with Buddhist literature. He pointed out 
the influence of the Buddhist Pure-Land Scriptures (especially Sukh励 ati-vyuha=SV)on 
the AS, especially on the idea of immeasurable splendour and the concept of the immea-
surable (amita), the description of the Western Paradise-world, and the importance of 
gold and golden goods. He translated the first Chapter of the JS into Japanese. He 
studied the philosophy of the Siva-puriina, and elucidated the concepts of the bisexual 
character of the god Siva comparing it with the European concepts of androgynos, 
hermaphroditos, and poimandres. He demonstrated that the original name of Amida (阿
弥陀仏） is Amitabha but not Amitayus, because the concept of Amitayus could not be 
expressed as'immeasurable'(amita) only. The concept of'immeasurable life'should 
not be original, as Amida's death is narrated in the oldest Chinese versions of the SV, and 
the name Amitabha is known from an old inscription. Amitabha means'appearing as 
immeasurable', i.e.'embodiment of immeasurableness'as suggested by無量清浄仏， butit 
could not have meant. explicitly'immeasurable splendour'無量光仏. The'immeasur-
able'(amita, 無量） means the immeasurable Buddhas in al ten directions. Amida 
unifies and symbolizes al the Buddhas in al the worlds, as implied in the concentration 
of pratyutpanna-samadhi in which al the Buddhas of the ten directions are vividly seen. 
The oldest title of the SV implies that the Amida-buddha (Amita-samyak-sambuddha阿
禰陀三耶三佛） is the Buddha of al the worlds (sarva-loka-buddha薩棲佛檀） . The 
concept of'immeasurable'(amita) is related to the concept of emptiness (sunyata) in the 
Prajfl.a paramita-sutras. 
(21) 
